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今
年
度
の
自
由

が
丘
地
区
の
人
権

尊
重
の
地
域
づ
く

り
の
ま
と
め
の
場

と
し
て
「
自
由
が

丘
地
区
人
権
教
育

研
究
大
会
」
を
2

月
15
日
（
日
）
に

自
由
が
丘
公
民
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

前
半
は
自
由
が

丘
小
学
校
6
年
生

の
橋
野
友
菜
さ
ん
、
自
由
が
丘
東
小
学
校
6
年
生
の
垰
陽

月
さ
ん
、
自
由
が
丘
中
学
校
2
年
生
の
新
﨑
奏
心
さ
ん
、

地
域
住
民
代
表
と
し
て
渡
邉
令
奈
さ
ん
（
代
読
）
の
人
権

作
文
の
発
表
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
身
近
な
友
だ
ち
か
ら
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

る
こ
と
に
気
づ
け
た
り
、
社
会
に
あ
る
偏
見
や
差
別
の
問

題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
意
見
を
述
べ
て
い
る
素
晴
ら
し

い
発
表
で
し
た
。

後
半
は
、
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
研
修
講
師
の
雁
金
準

一
さ
ん
に
、『
社
会
に
お
け
る
ひ
き
こ
も
り
と
人
権
』
と

の
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

人
権
課
題
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ひ
き
こ
も
り
は
若
年

層
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
8
0
5
0
問
題
」
な
ど
誰

に
で
も
、
ど
こ
の
家
庭
に
で
も
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
本
人
の
怠
け
や
努
力
不
足
と
い
う
偏
見
が
、
本
人
や

家
族
を
孤
立
さ
せ
て
い
る
現
状
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
無
理
に
就
労
や
通
学
を
促
す
の
で
は
な
く
、
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら
れ
る
「
安
心
で
き
る
居
場
所
」

と
「
緩
や
か
な
つ
な
が
り
」
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

こ
の
内
容
は
、
来
年
度
の
住
民
学
習
で
取
り
組
む
予

定
に
し
て
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
を
孤
立
さ
せ
な
い
誰

も
が
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

N
H
K
朝
ド
ラ
「
ば
け
ば
け
」

毎
朝
楽
し
く
拝
見
し
て
い
て
、
い
つ
も
大
亀
の
シ
ー

ン
が
出
て
く
る
と
思
い
出
す
の
で
す
。

20
年
前
に
訪
れ
た
鳥
取
東
照
宮
（
樗
谿
神
社
）（
お
お
ち
だ
に
じ
ん
じ
ゃ
）

の
奥
深
い
山
に
12
代
続
い
た
池
田
家
の
墓
所
が
あ
り
ま
す
。
初
代
藩
主
池
田

光
仲
と
共
に
、
歴
代
藩
主
の
高
さ
3
ｍ
も
の
巨
大
な
円
頭
墓
碑
と
台
座
の
亀

趺
（
き
ふ
）
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
異
様
な
顔
を
し
た
大
き
な
亀
が
主
人
を

守
る
が
ご
と
く
正
面
を
見
つ
め
て
い
る
姿
に
威
圧
さ
れ
ま
し
た
。
異
形
の
顔

を
し
た
亀
趺
は
中
国
の
古
い
墓
制
を
多
く
取
り
入
れ
た
よ
う
で
、
巨
大
な
亀

の
頭
を
撫
で
る
と
長
生
き
で
き
る
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
よ
う
で
す
。

テ
レ
ビ
で
は
ヘ
ブ
ン
先
生
と
ト
キ
が
亀
の
頭
を
撫
で
て
い
る
場
面
が
映
っ

て
い
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
の
舞
台
、
島

根
県
松
江
市
の
「
月
照
寺
」
に
伝
わ

る
「
大
亀
」
の
石
像
は
、
夜
な
夜
な

街
で
暴
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
よ

う
で
、
地
域
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

伝
説
が
あ
っ
て
面
白
い
で
す
ね
。

学
校
北　

M

・

M

マ
イ
ナ
ス
思
考
を
プ
ラ
ス
思
考
に
！

成
功
し
た
人
、
幸
せ
で
い
る
人
は
マ
イ
ナ
ス
「
－
」
思
考
で
な
く
プ
ラ
ス

「
＋
」
思
考
で
物
事
を
考
え
る
と
言
わ
れ
る
。
漢
字
を
使
っ
て
ひ
も
解
く
と
、

吐
く
（
は
く
）
と
い
う
漢
字
か
ら
マ
イ
ナ
ス
「
－
」
を
取
る
と
叶
う
（
か
な

う
）
と
言
う
字
に
な
る
。
成
功
者
や
幸
福
な
人
は
マ
イ
ナ
ス
「
－
」
な
こ
と

を
吐
か
ず
マ
イ
ナ
ス
「
－
」
を
取
っ
た
夢
を
叶
え
る
人
間
に
な
る
と
言
わ
れ

る
。同

じ
よ
う
に
、
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
考
え
る
お
話
。

苦
難
、
困
難
、
災
難
、
生
き
る
上
で
難
は
無
い
方
が
良
い
。
こ
れ
を
漢
字

で
書
く
と
「
無
難
」、
つ
ま
り
無
難
な
人
生
と
な
る
訳
だ
。

し
か
し
人
生
と
言
う
の
は
山
あ
り
、
谷
あ
り
、
壁

に
ぶ
ち
当
た
る
。
概
ね
人
生
は
難
が
有
る
こ
と
が
当

た
り
前
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
漢
字
で
書
く

と
「
有
難
」
と
な
る
。

常
に
、
難
が
あ
る
こ
と
に
マ
イ
ナ
ス
で
な
く
プ
ラ

ス
思
考
に
か
え
て
「
有
難
う
！
」
の
感
謝
の
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
幸
せ
へ
の
近
道
で
あ
り
、
困
難
な
道

で
も
開
け
て
く
る
。

嘘
か
真
か
試
し
て
み
て
は
・
・
・
幸
せ
に
な
れ
ば
、

大
儲
け
で
す
ね
・
・
・	

中
2
丁
目　

K

・

M

自由が丘の人口
令和８年２月末現在（前月比）

　人　口	 15,267	（-2）
　　男	 7,231
　　女	 8,036
　世帯数	 7,440	（+12）

⍷

⎜

⎣

⎒

人
権
教
育
研
究
大
会
を

開
催
し
ま
し
た

兵庫県人権啓発協会　研修講師
雁金　準一さん

自由が丘中学校 2 年生　新﨑　奏心さん
「みんなで食べる幸せ」

自由が丘東小学校 6 年生　垰　陽月さん
「言葉の意味を知ってから」

自由が丘小学校 6 年生　橋野　友菜さん
「大切な友だち」

会場風景

月照寺の大亀



日時：令和8年4月5日（日）9時30分～ 11時40分
場所：三木市文化会館駐車場及び文化会館小ホール
内容：第1部　�部隊訓練（部隊行進、車両行進、操法披露、一斉放水）
　　　第2部　式典（関係者のみ）　ふれあいコーナー

消防大会の案内

＊雨天の場合は、第２部式典のみ実施します。
　（部隊訓練、ふれあいコーナーは中止となります。）

ふれあいコーナーふれあいコーナー　　10時40分～ 11時30分10時40分～ 11時30分
•写真撮影会（消防車等）	 •水消火器体験
•消防車からの放水体験	 •救助資機材等の展示及び実演
•緊急消防援助隊活動記録及び消防団活動記録展
•住宅用火災警報器啓発コーナー	 •はしご車と綱引き

医療法人社団　朋優会
●病院機能評価（3rdG:Ver.2.0）認定病院

救急指定  労災指定　TEL 85-3061
三木山陽病院

〒673-0501　三木市志染町吉田1213-1

＊内科全般　＊整形外科
＊外　　科　＊眼　　科
＊皮 膚 科　＊泌尿器科
＊血液透析　＊リウマチ科
＊リハビリテーション科

診療
科目

＊胃・大腸カメラ・エコー・心電図
＊Ｘ線（MRI・マルチスライスCT）
＊眼底・骨密度測定
＊血管造影など

検査

月

○

○

診療時間

内　　科
整形外科

午前 ９：００～１２：００

午後 ５：００～ ８：００

火

○

×

水

○

○

木

○

×

金

○

○

土

○

×

日・祝

×

×

○午前 ９：００～１２：００ ○ × ○ × ○ ×

○午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ×

×午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ×

眼　　科

外　　科

皮 膚 科

×午前 ９：００～１２：００

午後13：4０～ ４：００

× ○ ○ ○ ○ ×

○ × × × × × ×
泌尿器科

※なお、皮膚科の診療については中学生以上の患者様を対象とさせていただきます。ホームページ　http://www.hoyukai.or.jp/
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歯科における歯科衛生士の大切な役割
歯科医院には、歯科医師だけでなく歯科衛生士もいます。
歯科衛生士は、歯やお口の健康を長く守るための専門家です。
歯科治療というと、「歯を削る」「詰める」「被せる」といった治

療を思い浮かべる方が多いかもしれません。しかし、実は治療が終
わった後のケアや管理こそが、歯を長持ちさせるためにとても重要
です。その役割を担っているのが歯科衛生士です。
歯科衛生士の大きな役割のひとつが、むし歯や歯周病を予防する

ことです。歯周病は気づかないうちに進行しやすく、放っておくと
歯を失う原因になります。歯科衛生士は、歯ぐきの状態をチェック
し、歯石や汚れを丁寧に取り除き、炎症が起こらないようにお口の
環境を整えます。定期的なクリーニングやメインテナンス（※学術
用語として正しい）によって、歯周病の進行を防ぎ、健康な状態を
保つお手伝いをしています。

また、歯科衛生士は患者さんと一番長くお話しする医療スタッ
フでもあります。毎日の歯みがきの仕方や、生活習慣のちょっとし
たクセなど、患者さん一人ひとりに合わせたアドバイスを行います。
「先生には聞きにくいけれど、衛生士さんになら相談しやすい」と
感じる方も多く、不安や疑問を解消する大切な存在です。
さらに、歯科治療は「治して終わり」ではありません。治療後に

きちんとケアを続けることで、再発を防ぎ、歯を長く使うことがで
きます。歯科衛生士は、定期検診やメインテナンスを通して、お口
の変化を早めに見つけ、トラブルが大きくなる前に対応します。こ
れにより、大がかりな治療を避けられることも少なくありません。
近年では、高齢の方や持病のある方のお口のケアも重要になって

います。歯科衛生士は、お口の健康を守ることで、食事や会話を楽
しむ力を支え、全身の健康にもつながるサポートを行っています。
このように歯科衛生士は、歯を守り健康な生活を支えるパート

ナーです。歯科医院で歯科衛生士が関わる時間は、将来の歯の健康
への投資ともいえます。わからないことや不安なことがあれば、ぜ
ひ気軽に歯科衛生士にご相談ください。あなたの大切な歯を、長く
守るためのお手伝いをしています。

歯科における歯科衛生士の重要性
いんなみ歯科
印南　克之

住宅用火災警報器の確認をしましょう！
住宅火災で怖いのは「逃げ遅れ」です。その「逃

げ遅れ防止」に役立つのが住宅用火災警報器です。
住宅用火災警報器の設置が義務づけられている場所
は、寝室、階段（2階に寝室がある場合）、台所です。

※�台所は、住宅内で
も火災危険の高い
場所となっている
ため、三木市では
設置を義務づけて
います。
設置から10年が交

換の目安とされており、
電池切れや機器に故
障があると火災時に
作動しません。この
機会に、次のことにつ
いて確認をしましょう。
　・�警報器に傷やひどい汚れ、ほこりなどが付着していないか。
　・�正常に音が鳴るか。（「ボタンを押す」または「ひもを引く」）
　・設置から10年以上経っていないか。
住宅用火災警報器は、1台が火災を感知すると、全ての警報

器が火災を知らせる連動型を推奨します。

交番からのお知らせ

糖
尿
病
と
目立

神
眼
科　

立　
神　
英　
宣

消防だより

ご存じですか？
自転車の歩道通行ルール

2026年４月１日から青切符による自転車の取締りが始まります！

「普通自転車歩道通行可」
の道路標識・道路標示

歩道を通行する時のルール（原則）

自転車は車道通行が原則ですが、次のような道路標識・道路標示がある歩道は、普通自転車
で通行することができます。

7700歳歳以以上上のの方方

1133歳歳未未満満のの方方

一一定定のの身身体体障障害害をを

有有すするる方方

このような方が運転するとき やむを得ないと認められるとき

兵庫県警察本部 交通部 交通企画課

道道路路工工事事やや連連続続ししたた駐駐車車車車両両等等ののたためめ

車車道道のの左左側側をを通通行行すするるここととがが難難ししいいとときき

著著ししくく自自動動車車のの交交通通量量がが多多いい、、

車車道道のの幅幅がが狭狭いいななどど、、
通通行行すするるとと事事故故のの危危険険ががああるるとときき

また、道路標識・道路標示がない歩道でも、次のようなときは、普通自転車で通行すること
ができます。

ここのの標標識識標標示示ががああるる歩歩道道はは、、

例例外外的的にに自自転転車車でで通通るるここととがが

ででききまますす。。

たただだしし、、どどんんなな走走りり方方ででもも

いいいいわわけけででははあありりまませせんん。。

上上記記①①～～④④にに違違反反ししたた場場合合 ※※  22002266年年４４月月１１日日かからら

①①,,  ②②：： 通通行行区区分分違違反反（（反反則則金金 66,,000000円円））

③③,,  ④④：： 歩歩道道徐徐行行等等義義務務違違反反（（反反則則金金 33,,000000円円））

① 通行できるのは普通自転車だけ
車体の大きさが長さ190cm、幅60cmを超えない

などの一定の基準を満たすもの

※タンデム自転車や牽引自転車等はダメ

② 車道寄りを通行
歩道の中央から車道寄りの部分を通行してください

③ 通行する速度は徐行
徐行とは、すぐに止まれる速度のことです

④ 歩行者を優先
歩行者の通行を妨げそうなときは、必ず「一時停止」

してください ※ベルを鳴らして避けてもらうのはダメ
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ででききまますす。。

たただだしし、、どどんんなな走走りり方方ででもも

いいいいわわけけででははあありりまませせんん。。

上上記記①①～～④④にに違違反反ししたた場場合合 ※※  22002266年年４４月月１１日日かからら

①①,,  ②②：： 通通行行区区分分違違反反（（反反則則金金 66,,000000円円））

③③,,  ④④：： 歩歩道道徐徐行行等等義義務務違違反反（（反反則則金金 33,,000000円円））

① 通行できるのは普通自転車だけ
車体の大きさが長さ190cm、幅60cmを超えない

などの一定の基準を満たすもの

※タンデム自転車や牽引自転車等はダメ

② 車道寄りを通行
歩道の中央から車道寄りの部分を通行してください

③ 通行する速度は徐行
徐行とは、すぐに止まれる速度のことです

④ 歩行者を優先
歩行者の通行を妨げそうなときは、必ず「一時停止」

してください ※ベルを鳴らして避けてもらうのはダメ

▶�電池は、きちんとセットさ
れているかご確認ください。

▶�それでも鳴らない場合は、
「電池切れ」か「機器本
体の故障」ですので、取
扱説明書をご覧ください。

　�また、「電池切れ」や「機
器本体の故障」の場合は、
速やかに電池や機器本体
の交換をお願いします。

三 木 警 察 署
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大
阪
府
豊
中
市
か
ら
、
令
和
3

年
度
第
74
回
文
科
省
優
良
公
民
館

賞
を
受
賞
し
た
自
由
が
丘
公
民
館

の
取
組
を
知
り
た
い
と
の
依
頼
が

あ
り
、
1
月
24
日
（
土
）
に
公
民

分
館
長
の
20
名
が
自
由
が
丘
公
民

館
に
来
ら
れ
視
察
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
豊
中
市
の
紹
介

の
後
、
自
由
が
丘
公
民
館
の
取
組

に
つ
い
て
発
表
し
意
見
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
質
問
は
自
由
が
丘
で

開
催
し
て
い
る
講
座
や
各
行
事
の

内
容
、
自
治
会
活
動
の
課
題
等
に

つ
い
て
で
、
納
涼
盆
踊
り
大
会
や

自
主
防
災
訓
練
な
ど
の
行
事
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
共
通
の

課
題
と
し
て
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ

た
め
の
担
い
手
づ
く
り
に
苦
慮
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

豊
中
市
は
、
人
口
約
40
万
人
で

そ
の
中
に
4
つ
の
公
民
館
と
39

の
公
民
分
館
が
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
三
木
市
と
の
大
き
な
違

い
は
、
豊
中
市
の
分
館
長
は
市
職

員
で
は
な
く
教
育
委
員
会
が
委

嘱
し
た
地
域
住
民
が
担
っ
て
い

た
り
、
公
民
館
と
し
て
の
専
用
の

施
設
を
持
た
ず
、
小
学
校
の
余
裕

教
室
や
地
区
会
館
で
活
動
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

施
設
見

学
で
大
会

議
室
（
体

育
館
）
や

災
害
時
の

備
蓄
品
な

ど
を
案
内

し
た
と
こ

ろ
、
公
民

館
に
体
育

館
が
あ
る
こ
と
な
ど
充
実
し
た
施

設
に
び
っ
く
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
交
流
会
で
は
、
他

市
の
公
民
館
の
特
徴
や
取
組
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
充
実
し
た
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

2
月
7
日
（
土
）、
自
由
が
丘

公
民
館
の
大
会
議
室
に
て
、
恒
例

の
サ
タ
デ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
非
常
に
寒
い
中
、
9
時

か
ら
の
開
催
を
前
に
20
人
近
く
の

方
が
待
た
れ
て
い
ま
し
た
。

開
始
直
後
か
ら
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
各
ブ
ー
ス

が
非
常
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
行
事
も
年
2
回
（
夏
・
冬
）

の
開
催
が
定
着
し
、
多
く
の
方
が

来
場
さ
れ
、
掘
り
出
し
物
を
探
し

な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
次
回
も
今
回
と
同
様
に
、

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

と
嬉
し
い

で
す
。
お

越
し
い
た

だ
い
た
皆

様
、
出
店

者
の
皆
様
、

本
当
に
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。

女
性
部
定
例
会
は
奇
数
月
の
第

2
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

1
回
目
の
5
月
は
、
自
己
紹
介
に

始
ま
り
、
年
間
計
画
を
確
認
し
ま

し
た
。

6
月
は
特
別
開
催
の
お
楽
し

み
旅
行
、
あ
ま
ご
村
へ
。
あ
ま
ご

村
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
わ
く
わ

く
し
て
バ
ス
に
乗
り
、
最
初
は
お

か
き
の
「
播
磨
屋
本
店
生
野
総
本

店
」
で
お
買
い
物
、
昼
食
が
あ
ま

ご
村
で
あ
ま
ご
の
釜
飯
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
量
が
多
く
て
び
っ
く
り
、

満
腹
に
な
り
ま
し
た
。
帰
り
に「
道

の
駅
丹
波
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
里
」

で
再
び
お
買
い
物
、
た
く
さ
ん
の

お
土
産
に
皆
さ
ん
満
足
顔
で
し
た
。

7
月
は
手
芸
。
フ
ェ
ル
ト
1
枚

を
紐
状
に
切
っ
て
針
を
使
わ
ず
リ

ボ
ン
結
び
で
仕
上
げ
た
か
わ
い
い

手
提
げ
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
し
た
。

9
月
は
お
料
理
す
る
時
に
被
る

キ
ャ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
三

角
巾
の
代
わ
り
で
被
り
や
す
く
重

宝
し
ま
す
。

11
月
は
、
新
年
の
準
備
と
し
て

干
支
の
ち
ぎ
り
絵
を
制
作
し
、
文

化
祭
に
も
展
示
し
ま
し
た
。
見
に

来
た
人
か
ら
「
い
い
ね
！
」
と
感

嘆
の
声
を
聞
き
満
足
で
し
た
。

定
例
会
以
外
に
も
、
5
月
11
月

年
2
回
の
自
老
連
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
、
2
月
9
月
年
2
回
の
輪

投
げ
大
会
と
元
気
に
動
き
回
る
姿

は
す
ば
ら
し
い
で
す
。

自
由
が
丘
の
皆
さ
ん
、
老
人
会

に
入
っ
て
元
気
よ
く
遊
び
ま
せ
ん

か
？
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

真
冬
の
寒
さ
の
2
月
6
日（
金
）、

児
童
セ
ン
タ
ー
の
堀
之
内
弥
生
さ

ん
と
上
林
住
美
枝
さ
ん
に
お
越
し

い
た
だ
い

て
「
親
子

遊
び
（
2

月
を
楽
し

も
う
・
雪

の
あ
そ

び
）」
を

開
催
し
ま

し
た
。

前
半
は
、

雪
あ
そ
び
と
称
し
て
白
い
発
砲
ス

チ
ロ
ー
ル
と
花
紙
で
雪
を
降
ら
せ
、

そ
の
雪
を
集
め
て
ポ
リ
袋
に
入
れ

て
雪
玉
に
し
、
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
で

雪
玉
あ
そ
び
を
し
ま
し
た
。
後
半

は
、
ハ
ー
ト
の
バ
ッ
ク
作
り
で

ハ
ー
ト
型
に
切
っ
た
赤
色
厚
紙
に

タ
ン
ポ
で
白
い
絵
の
具
を
つ
け
て

雪
を
降
ら
し
た
バ
ッ
ク
に
仕
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
達
の

リ
ク
エ
ス
ト
で
追
加
で
パ
ラ
バ

ル
ー
ン
遊
び
を
し
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
か
ら
「
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
で
は

子
ど
も
達
も
先
生
の
話
を
し
っ
か

り
聞
い
て
同
じ
よ
う
に
動
い
て
、

年
齢
が
小
さ
く
て
も
み
ん
な
で
一

緒
に
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
め
た

こ
と
が
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
子
ど
も
の
ま
だ
や
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て

い
た
だ
い
て
子
ど
も
達
は
大
満
足

し
た
よ
う
で
し
た
。」
と
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

子
育
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
活
動
さ

れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

中
味
の
濃
い
親
子
あ
そ
び
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

2
月
10
日
（
火
）、
三
木
市
高

齢
福
祉
課
介
護
予
防
係 

歯
科
衛

生
士
の
鈴

木
裕
子
さ

ん
を
お

迎
え
し
、

「
イ
マ
ド

キ
の
お
口

ケ
ア
で
マ

イ
ナ
ス
5

歳
の
笑
顔

作
り
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
口
腔
ケ
ア
は
フ
レ
イ
ル
対
策

の
一
つ
と
し
て
大
切
と
の
こ
と
で

す
。歯

に
は
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
食

べ
物
の
安
全
を
確
認
す
る
他
、
顔

の
形
を
整
え
る
、
姿
勢
や
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
な
ど
の
役
割
が
あ

り
ま
す
。
奥
歯
が
無
く
な
る
と
前

歯
で
噛
む
よ
う
に
な
る
の
で
重
心

が
前
に
移
り
、
首
が
前
に
出
る
姿

勢
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
噛
む
刺

激
に
よ
っ
て
、
だ
液
が
出
て
消
化

が
促
さ
れ
た
り
、
脳
に
血
液
を

送
っ
た
り
し
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
は
若

返
り
対
策
に
も
な
り
ま
す
。
頬
や

唇
や
舌
な
ど
顔
の
筋
肉
を
動
か
す

こ
と
に
よ
り
、
ほ
う
れ
い
線
が
出

来
る
の
を
防
ぎ
、
顔
色
も
良
く
な

り
ま
す
。
頬
の
運
動
（
ふ
く
ら

ま
す
・
す
ぼ
め
る
）、
舌
の
体
操

（
頬
を
押
す
・
突
き
出
す
・
回
す
）

を
教
え
て
も
ら
い
一
緒
に
し
て
み

ま
し
た
。
お
口
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
続
け
る

コ
ツ
は
隙

間
時
間
に

す
る
こ
と
。

お
口
に
意

識
を
向
け

て
、
健
康

と
若
さ
維

持
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

豊
中
市
公
民
分
館
長

視
察
交
流
会

サ
タ
デ
ー

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

自
由
が
丘
市
民
協
議
会

「
雪
の
あ
そ
び
」楽
し
か
っ
た
よ

の
び
の
び
じ
ゆ
う
っ
子

女
性
部
会
１
年
を
振
り
返って

自
老
連

健
康
な
体
は
、

お
口
の
健
康
か
ら

第
９
回
女
性
セ
ミ
ナ
ー

あまご村



公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。
　自由が丘公民館では、２歳の乳幼児から高齢者まで、幅広い世代の皆様が活動されています。また、誰もが集い、学び、語らうことを目的
とする地域の交流拠点施設です。さまざまな文化、体育活動を通じて、趣味を広げ、生きがいの糧となっている方も沢山おられます。あなた
も新たな出会い、新たな自分探しのスタートを公民館活動で始めてみませんか。

不動産売買・賃貸・仲介は
当社へご相談下さい !

グループ会社
センチュリー三木ゴルフ株式会社
ワ ン ネ ス 株 式 会 社
F u t u r e N o w 株 式 会 社

地域と共に未来を創る
不動産総合プロデュース

西村興産株式会社
TEL　0794-85-1177㈹

FAX  0794-85-1414    メール info@nishimura-kosan.jp
兵庫県三木市志染町青山３丁目１４-３

HP  http://www.nishimura-kosan.jp
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申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
公
民
館
ま
で
。

※
電
話
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

健
康
の
話
・
暮
ら
し
に
役
立
つ
情

報
等
、
日
常
生
活
に
関
連
し
た
テ
ー

マ
を
中
心
に
、
講
演
・
実
技
・
館
外

研
修
を
交
え
て
学
習
し
ま
す
。

対
　
象
：�

自
由
が
丘
地
区
在
住
、
ま

た
は
在
勤
の
成
人
女
性

期
　
間
：�

令
和
８
年
５
月
～
令
和
９

年
３
月（
年
間
10
回
程
度
）

時
　
間
：�

午
前
10
時
～
11
時
30
分	

（
館
外
研
修
は
除
く
）

会
　
場
：
自
由
が
丘
公
民
館

定
　
員
：�

講
座
の
内
容
に
よ
り
人
数

制
限
を
設
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

会
　
費
：
無
料

※�
材
料
費
・
館
外
研
修
参
加
費
等
は

別
途
徴
収
し
ま
す
。

募
集
期
間
：�
４
月
１
日（
水
）～
４
月	

10
日（
金
）（
平
日
の
午	

前
９
時
～
午
後
５
時
）

申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
公
民
館
窓
口
ま
で
。

※
電
話
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

開
催
日
：�

令
和
8
年
6
月
16
日（
火
）	

　
　
　
　

9
月
15
日（
火
）	

　
　
　
　

12
月
15
日（
火
）

時
　
間
：
9
時
30
分
～
12
時　
　

対
象
者
：�

自
由
が
丘
地
区
在
住
、
ま

た
は
在
勤
の
男
性
。	

料
理
初
心
者
の
方
12
名

　
　
　
　

�（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

場
　
所
：�

自
由
が
丘
公
民
館

い
き
い
き
と
楽
し
く
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
健
康
、
運

動
、
教
養
、
人
権
、
暮
ら
し
等
の
講

演
、
実
技
、
館
外
研
修
等
を
交
え
て

学
習
し
ま
す
。

対
　
象
：�

自
由
が
丘
地
区
在
住
、
ま

た
は
在
勤
の
成
人
男
女
。

※�
老
人
会
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

各
ク
ラ
ブ
長
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

期
　
間
：�

令
和
8
年
５
月
～
令
和
9

年
３
月（
年
間
10
回
程
度
）

時
　
間
：�

原
則　

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分	

（
館
外
研
修
は
除
く
）

会
　
場
：
自
由
が
丘
公
民
館　

定
　
員
：
な
し

年
会
費
：
無
料

※�

材
料
費
・
館
外
研
修
参
加
費
等
は

別
途
徴
収
し
ま
す
。

募
集
期
間
：�

４
月
1
日（
水
）～
４
月	

10
日（
金
）（
平
日
の
午	

前
９
時
～
午
後
５
時
）

❖　４月の行事予定　ご案内　❖

日　曜 内　容

17日（金）
のびのびじゆうっ子教室
　「開講式」

24日（金）
のびのびじゆうっ子教室
　「親子遊び」
　「身体測定・手形とり」

※４月の休館日は、30日（木）です。
※公民館へのお問い合せは、℡85－4700まで。

　
　
　
　

料
理
実
習
室

参
加
費
：�

4
，
0
0
0
円	

（
3
回
分
の
材
料
費
で
す
。	

欠
席
時
の
返
金
は
い
た
し

ま
せ
ん
。）

持
ち
物
：�

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ

ス
ク
・
食
器
用
ふ
き
ん
2

枚
・
手
拭
き
用
タ
オ
ル

受
講
の
お
申
し
込
み
は
公
民
館
窓

口
へ
4
月
1
日
（
水
）
～
4
月
28
日

（
火
）
の
平
日
午
前
9
時
～
午
後
5

時
迄
受
付
い
た
し
ま
す
。

※
電
話
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

会
　
　
費
：�

１
，
０
０
０
円	

（
月
会
費
）

利
用
資
格
：�

三
木
市
内
に
在
住
、
又

は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

で
、
高
校
生
に
準
じ
る

年
齢
以
上
の
健
康
な
方

当
日
の
持
ち
物
：

　

�

受
講
票
・
会
費
１
，
０
０
０
円
・

上
靴

当
日
の
服
装
：

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
服
装

　

講
習
会
の
お
申
し
込
み
は
前
日
ま

で
に
公
民
館
窓
口
へ
。

2
月
24
日
（
火
）
三
木
山
陽
病
院

の
事
務
長
さ
ん
、
管
理
栄
養
士
の
後

藤
由
香
里
さ
ん
、
薬
剤
師
の
若
三
智

子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

一
つ
目
の
お
話
は
栄
養
士
さ
ん
か

ら
で
し
た
。
65
～
70
歳
は
、
メ
タ
ボ

を
気
に
し
な
い
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
、
３
食
、
時
間
を
決
め
て
し
っ

か
り
食
べ
る
こ
と
が
フ
レ
イ
ル
予
防

に
繋
が
り
ま
す
。
主
食
（
ご
飯
、パ
ン
、

麺
）・
主
菜
（
肉
、
魚
、
卵
等
）・
副

菜
（
野
菜
の
お
か
ず
）
２
種
が
描
か

れ
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
い
た
だ

い
た
の
で
、
そ
れ
を
見
て
食
事
内
容

を
考
え
ま
し
ょ
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

二
つ
目
は
薬
剤
師
さ
ん
で
、
薬
に

つ
い
て
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

高
齢
に
な
る
と
薬
の
数
が
増
え
て
き

ま
す
し
、
若
い
時
と
違
っ
て
薬
の
排

泄
力
が
弱
る
の
で
、
副
作
用
が
出
や

す
く
な
る
そ
う
で
す
。
ふ
ら
つ
き
、

眠
気
な
ど
気
に
な
る
症
状
が
出
た
ら
、

年
の
せ
い
だ
と
思
わ
ず
に
、
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
飲
み
間
違
い
や
飲
み

忘
れ
を
し
な
い
工
夫
、
か
か
り
つ
け

薬
局
を
持
つ
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
お
話
も
皆
さ
ん
熱
心
に

聞
か
れ
て
い

ま
し
た
。
教

え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を

参
考
に
し
て
、

元
気
に
過
ご

し
た
い
と
思

い
ま
す
。

令和8年
5月28日（木）①19：00～ ②20：00～
7月23日（木）①19：00～ ②20：00～
9月24日（木）①19：00～ ②20：00～
11月26日（木）①19：00～ ②20：00～

令和 9年
1月28日（木）13：00～
3月25日（木）①19：00～ ②20：00～

※①か②、どちらかの時間にご参加ください。

令和8年度 トレーニング講習会日程

令和
8年度

自
由
が
丘
学
園生

徒
募
集

令和
8年度

女
性
セ
ミ
ナ
ー会

員
募
集

令和
8年度

男
の
料
理
教
室

受
講
生
募
集

令和
8年度

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
会
員
募
集

高
齢
者
が
日
々
健
康
に

過
ご
す
た
め
に
は

第
９
回
自
由
が
丘
学
園


